
今月の聖句              

隣人を自分のように愛しなさい                   

マルコ福音書    １２章３１節    

神は人間との関係をどのように保

てば良いのだろうかを考え、人間に

戒めを定めます。聖書に出てくる十

戒と言うものです。皆さんも言葉を

聞いたことはあると思います。まず

最初に、創造主である神だけを神と

しなさいと言うことから始まってい

ます。これを受けてユダヤの人々は

十の戒めだけでは救われないのでは

ないか，もう少し厳しく守らないと

いけないのではないかと思うように

なり、口伝によって沢山の戒めを守

るように勧めてきました。安息日を

聖としなさいと言う戒めが、十戒に

ありますが。聖とするためには労働

をしない。それでは労働とは何か。

畑仕事も家事もすべて労働。隣国と

戦争をしているときも安息日は労働

していけないのだから、戦う事はや

めなければということで負けてしま

ったという記述が残されています。

何センチ以上持ち上げると労働にな

る。何ｍ以上歩くと労働になる。そ

んな時に急病になったら大変です。

治して貰えませ

ん。それに真っ向から間違っている

といったのがイエスです。子どもが

井戸に落ちたら安息日だという事で

助けない親はないだろう。何かしな

い様にということではなく、神を思

い、神が大切と思うことは積極的に

行なうべきだと主張します。当然，

一生懸命に掟を守っている厳格な

人々からは敵愾心を持たれます。人

気が高まるとイエスを抹殺してしま

おうと言うことになり、実際イエス

は十字架にかけられて死んでいきま

す。ある日イエスに厳格に掟を守る

人が尋ねます。「あらゆる掟の中で

何が一番大切な掟ですか」イエスは

答えます。「心を尽くし、魂を尽く

し、思いを尽くし、力をつくして神

である主を愛しなさい。隣人を自分

のように愛しなさい。」永遠の命を

得るために一生懸命に沢山の戒めを

これでもかこれでもかと守ってきた

人は、自分のように守れない人間は

不完全であり、救われないし、神に

愛されない。罪人だと言って、守る
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ことのできない人を排除したり、差

別したりしていました。一方イエス

は神の支配が始まった。すべての人

が救われる。こんな喜ばしいことは

ない。救われた喜びに応えるために

大切なことは，神に感謝して，神を

愛していくこと。そして神が創造さ

れたすべての人を愛することだと教

えます。厳格に守ろうとした人は永

遠の命、救われるためにあれをしな

ければこれをしなければと考えまし

たが、イエスは救われるために何か

をする。何かをしなければ救われな

いという事ではないと言います。大

きな違いがあります。多くの人はど

うにかして救われたい、その為に何

をしようか、あれをしよう。こうし

ないとダメだと考えます。イエスは

まるで違います。救われた喜びに対

する応答だと。愛さなばならないと

いう戒めではない。愛するとは、そ

の対象が神であろうが，隣人であろ

うが、愛さずにはいられないではな

いかというのです。厳格に守ろうと

する人はその教えを聞いて、それで

は隣人とは誰ですかと聞くのです。

（ルカ 10：25～）この人は愛する対

象で、この人は愛する対象ではない

という事はあり得ません。誰であろ

うとも目の前に出会う人は大切な存

在です。互いに神によって創造され

て、神に愛されて赦されて救われて

いる存在だから。それに気付いてい

るかいないかが問題なのであって、

愛しているかどうかが問題なのでは

ないのです。隣人を愛そうと努力し

て行なう事ではありませんし、道徳

でも命令でもありません。愛せずに 

はいられないでしょうと、イエス

は語っているのです。いくら愛しま

しょうと言ってもなかなか愛する事

は難しいのが現実です。それを乗り

越えるためには視点を変えることが

大切です。愛である神が無条件で愛

してくださっている。大切に思って

くださっている。神はあなたのため

ならば、自分に犠牲が伴ってでも良

い。あなたを大切にしてくださいま

す。それも無条件です。そんな素敵

なことが起こっているのだというこ

とを知ってもらいたいと思います。

愛さなければ、仲良くしなければな

らないと言う道徳を教えることでは

ありません。子どもたちがいつか成

長して社会に出て行く時、すべての

人が神から創造されて大切にされる

存在だと思い続けてくれたなら、あ

いつはダメな奴だから、あいつは外

国人だから、あいつは何々だからと

排除することはなくなっていくでし

ょう。平和を創り出していくと言う

ことが現実になっていくだろうと思

っています。次の時代が本当に平和

な世界であるように、この世界にき

ているすべての人が神の愛の現実を

知ることが

できますよ

うに。 

 


